




〔目的〕川崎病の突然死の原因は,周知のごとく,冠動脈瘤の血栓性閉塞である。この突然

死の原因となる冠動脈瘤の頻度に関して,これまで各々の施設より報告されているが,全国

的に調査されたものは,昭和 50 年に行われたのみである。また,最近では,川崎病の治療方

法も,ステロイド療法よりアスピリン療法に変り,冠状動脈後遺症を臨床的に予知する方法

として,スコア法もほぼ確立してきており,冠動脈瘤の実態調査と合せ,治療と冠状動脈瘤

の関係,スコア法が本当に良いものか,再度検討する目的で,全国調査をした。 


